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方法の改善、などによって改訂を加えた後、先頃、査読付き国際専門雑誌 A8.剖NEconomic Bulletin に掲載された
(Vo1. 19, No. 3, December 2002) 。
第 2 章 (The Relationship Between R&D Activity and Technology Importation : An Empirical Investigation of 




この研究の一部は、『大阪大学経済学j] (157 号、 2002 年 3 月)に掲載された他、さらに、その改訂論文(英文)は、
現在、査読付き国際専門雑誌 ASEANEconomicゐurnal'こ投稿され、修正の条件付きで近々掲載の予定である。
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最後に、第 3 章 (The Effect of Biased Technological Change on Relative Wage of Skilled Labor in Developing 
Countries) では、技術進歩のパターンが技術移転先経済に与える影響を論じている。すなわち、先進国で生まれた
技術進歩の(熟練労働への)偏向が技術移転先の経済における熟練労働の相対賃金にどのような影響を与えるのかを
発展途上国のデータを用いて実証している。ことに、技術移転はいつでも賃金格差を拡大するわけではなく、熟練労
働が希少な市場で熟練労働にバイアスした技術移転が起こる場合にのみ、賃金格差が拡大し、所得分配を不平等化さ
せる可能性があるという理論的帰結を途上国データで実証して見せたことが興味深い。
以上、本論文は、標準的な生産関数や費用関数の枠組みを用いて、技術移転が起こる経路は何か、技術移転のプロ
セスで外国技術と圏内技術開発はどのような関係にあるのか、移転技術のパターンは移転先途上国の所得分配にどの
ような影響を与えるのか、など、発展途上国が技術キャッチアップ過程で直面するいくつかの課題にデータによる実
証的裏付けを与えたという意味で、重要な学問的貢献であると思われる。むろん、技術移転という観測しがたいプロ
セスを扱うために、アドホックな特定化を行うという限界、データの制約のために推定方程式の特定化や時系列デー
タの取り扱いに問題がないとはいえないが、その一部はこの分野に共通する限界でもあり、現時点の研究成果として
は十分、博士(経済学)を与えるにふさわしい業績であるものと判断する。
論文審査の結果の要旨
本論文は経済発展における技術の役割に注目し、①先進国 R&D の途上国への国際間スヒ。ルオーバーの有無、②技
術発展過程での国内研究開発と技術輸入の聞の代替・補完関係、そして、③技術進歩の偏向の途上国の所得分配への
影響、のそれぞれを標準的な計量分析によって実証的に考察し、いくつかの興味深い知見を提示している。よって、
博士(経済学)にふさわしい業績であるものと判断する。
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